


取扱い方法 
●準備 
①本器の電源は、単４乾電池４本を用いています。                                 
  電池は背面の電池カバーをはずし、電池極性表示に従い電池を

装着してください。 
 
②電池の電圧チェックは、電源スイッチを押しレベル表示が点灯し

ていれば正常です。もし、レベル表示が点滅する時は新しい電池
に交換して下さい。尚、測定中にレベル表示が点滅状態となった
時は、新しい電池に交換してください。 

 
③電源スイッチを押し、前方で指を擦るとそれのノイズ音がスピーカ

から聴こえ、その時のレベルが表示されます。 
 
④電源スイッチを押した状態のとき、レーザー光送出口よりレーザ

ー光が送出されます。離すとレーザー光は消灯します。 
 
●測定方法 
①障害箇所の探知 

電源は電源スイッチを押し続けることで電源投入の状態を保持で
きます。離すとＯＦＦの状態にもどります。 

  但し、電源スイッチをＯＦＦしますと、ＯＦＦ直前のレベルを約２秒間
保持します。 

  障害箇所の探知はレベル表示が最大となるポイントを探査してく
ださい。最大箇所でレーザー光の光点が示す箇所が障害箇所と
なります。 

 
②障害箇所の音圧測定 

音圧レベルは、障害箇所と本器との距離が１ｍの時におけるレ
ベル値に合わせています。 

 
③測定可能距離 

本器と被測定物との距離は１ｍ～２ｍの範囲でご使用下さい。 
距離とレベル表示の関係は【距離補正について】を参照して下さ
い。 

 
④音圧レベルの記録 

音圧レベルの有効値は３０～７５ｄB です。通常３０ｄB 未満の場
合０ｄB が表示されますが、過渡的に１～２９ｄB の表示が出るこ
とがあります。この場合測定値は３０ｄB 未満と記録して下さい。 
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【距離補正について】 
本器の表示値は、障害箇所と本器との距離が１ｍのときを基準と
しておりますが、場所により距離の変更をされる場合、目安として
次に示す補正をしてください。 
 
a. 距離が１ｍのとき・・・表示通りです。 
b. 距離が１．５ｍのとき・・・表示値に「３」ｄＢを加算して下さい。 
c. 距離が２ｍのとき・・・表示値に「７」ｄＢを加算して下さい。 
 

●データロガーの接続 
①付属のステレオミニプラグをデータロガーの測定用ケーブルに接

続してください。左チャネル（チップ）がプラス、グランド（スリーブ）
がマイナスです。 

 
②ミニプラグはデータ出力のジャックに挿入してください。 
 
③データ出力信号は１ｍV を１ｄB （例 ５５ｍV→５５ｄB）と読み替

えることによりｄB 値を直接記録することができます。 
 

故障かなと思ったら 
症 状 原  因 対  策 

レベル表示が 

でない 

電池が切れている 

電池を入れ間違えている 

電池を交換してください 

電池を正しく入れなおしてください 

レーザー光が 

でない 

レーザー送出口が汚れてい

る 

綿棒などを使用し、レーザー送出

口の汚れをふき取ってください 

レベル表示が 

点滅する 

電池が消耗している 電池を交換してください 

  
以上の対策後も症状が治らない場合は、故障している可能性があります

のでお買い上げになった代理店もしくは、弊社営業部までご連絡ください。 

 

電池取扱時の注意 
◎使用済みの電池を火の中に捨てたり、充電しないでください。 
◎使用済みの電池は、そのままゴミと一緒に捨てないでください。 

お買い求めの電気店にお持ちいただくか、電池投棄可能時に
捨てるようにしてください。 

◎本器を長時間使用しない場合は、電池を取り外して保管してく
ださい。 
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